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表1解析対象範囲を変えたときの

1シーベルトあたりの過剰相対リス

ク(文献[9])．

量
の
大
き
な
グ
ル
ー
プ
（
２
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
）
を
含
む
と
き
の
統
計
的
有
意
性
は
明
白
で
あ
る
が
、

有
意
性
の
判
定
に
用
い
る
ｐ
値
は
、
た
し
か
に
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
の
被
曝
量
域
で
は
通
常
の

判
定
基
準
で
あ
る
０
．
０
５
よ
り
大
き
く
、
約
５
万
人
の
死
亡
を
含
む
広
島
・
長
崎
デ
ー
タ
で
は
、
「
１
０

０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
に
お
い
て
統
計
的
に
有
意
な
が
ん
死
増
加
は
観
察
さ
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
る

こ
と
は
間
違
い
で
は
な
い
。

し
か
し
、
表
１
に
示
さ
れ
て
い
る
が
ん
死
リ
ス
ク
係
数
（
線
量
あ
た
り
の
過
剰
相
対
リ
ス
ク
）
を
素
直
に
眺

め
る
な
ら
、
デ
ー
タ
全
体
に
対
し
て
は
「
被
曝
量
は
小
さ
く
と
も
、
被
曝
量
に
比
例
し
て
が
ん
死
リ
ス
ク

被
曝
影
響
に
関
す
る
基
本
的
な
科
学
的
知
見
に
反
し
て
い
る
と
私
は
考
え
て
い
る
（
文
献
〔
７
〕
）
。

「
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
で
健
康
影
響
は
観
察
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
専
門
家
の
話
を
総

合
す
る
と
、
そ
の
最
大
の
根
拠
は
広
島
・
長
崎
の
被
爆
生
存
者
追
跡
デ
ー
タ
に
あ
る
よ
う
だ
。
広
島
・
長

崎
の
被
爆
生
存
者
に
つ
い
て
は
、
米
国
が
設
置
し
た
旧
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
（
原
爆
傷
害
調
査
委
員
会
、
現
在
は
日
米
共

同
運
営
の
放
射
線
影
響
研
究
所
）
に
よ
っ
て
１
９
５
０
年
の
国
勢
調
査
の
付
票
を
も
と
に
約
吃
万
人
の
固
定

集
団
が
設
定
さ
れ
、
帥
年
に
わ
た
っ
て
追
跡
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
（
文
献
［
８
］
）
。

そ
の
調
査
結
果
は
、
寿
命
調
査
報
告
（
Ｌ
Ｓ
Ｓ
）
と
し
て
逐
次
発
表
さ
れ
、
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
（
Ｉ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
な
ど
に
よ
る
被
曝
リ
ス
ク
評
価
の
基
礎
デ
ー
タ
と
な
っ
て
き
た
。
も
っ
と
も
最
近
の
報
告
「
寿

命
調
査
第
週
報
（
１
９
５
０
～
１
９
９
７
ご
に
よ
る
と
、
個
人
線
量
の
見
積
も
り
が
行
わ
れ
て
い
る
８
万
６

５
７
２
人
の
調
査
対
象
者
の
う
ち
、
唖
年
の
調
査
期
間
に
亡
く
な
っ
た
の
は
４
万
４
７
７
１
人
で
、
う
ち

９
３
３
５
人
が
固
形
が
ん
、
５
８
２
人
が
白
血
病
な
ど
血
液
系
腫
瘍
に
よ
る
死
亡
で
あ
っ
た
（
文
献
［
９
］
）
。

広
島
・
長
崎
が
ん
死
デ
ー
タ
の
解
析
結
果
は
従
来
か
ら
、
放
射
線
被
曝
の
線
量
効
果
関
係
に
つ
い
て

「
直
線
・
し
き
い
値
な
し
（
Ｌ
Ｎ
Ｔ
）
モ
デ
ル
」
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
き
た
。
表
１
は
す

で
に
本
書
第
Ⅱ
部
の
「
低
線
量
放
射
線
被
曝
と
そ
の
発
が
ん
リ
ス
ク
」
で
も
掲
載
し
た
も
の
だ
が
、
Ｌ
Ｓ

Ｓ
デ
ー
タ
全
体
（
０
～
４
シ
ー
ベ
ル
ト
）
か
ら
被
曝
量
の
大
き
な
グ
ル
ー
プ
を
順
に
除
い
て
ゆ
き
、
解
析
範

囲
を
低
い
被
曝
量
域
に
ず
ら
し
な
が
ら
固
形
が
ん
死
の
過
剰
相
対
リ
ス
ク
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
被
曝

解析対象綾lSvあたり過剰相対
戸値＊

蕊景(Sv)リスク(標準誤差）
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量
は
小
さ
く
と
も
、
被
曝
量
に
比
例
し
て
が
ん
死
リ
ス
ク

が
増
加
す
る
」
と
い
う
Ｌ
Ｎ
Ｔ
モ
デ
ル
が
よ
く
適
合
し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
「
１
０

０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
で
過
剰
相
対
リ
ス
ク
の
値
が
急

に
ゼ
ロ
に
な
る
」
と
い
う
し
き
い
値
モ
デ
ル
は
成
立
し
が

た
い
（
逆
に
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
で
は
む
し
ろ
リ
ス

ク
係
数
は
大
き
く
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
）
。

世
界
の
主
流
は
「
直
線
・
し
き
い
値
な
し
」

放
射
線
防
護
に
関
す
る
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
（
Ｉ

’
■
■
■
■
■
■
■
Ｊ
８
Ｉ
９
Ｂ
■
Ｊ
巳
■
Ｕ
ｒ
０
。
■
■
■
■
も
Ⅱ
ｇ
■
且
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
７
１
里
凸
昏
■
■
■
甲
Ｉ
Ｉ
Ｌ
■
■
６
■
凸
■
■
●
Ｔ
Ｉ
Ｉ
↓
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
６
■
０
■
０
１
４
１
白
■
４
４
９
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Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
の
勧
告
は
、
各
国
の
放
射
線
防
護
基
準
の
も
と
に
な
っ
て
き
た
が
、
原
子
力
開
発
の
歴
史
の
中

で
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
が
果
た
し
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
（
文
献
［
ぬ
］
）
。
そ

の
一
方
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
報
告
書
や
勧
告
が
、
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
低
線
量
被
曝
健
康
リ
ス
ク
評
価
委

員
会
（
Ｂ
Ｅ
Ｉ
Ｒ
委
員
会
）
報
告
（
文
献
［
ｕ
］
）
や
国
連
科
学
委
員
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
）
報
告
（
文
献
［
胆
］
）
と
も

ど
も
、
放
射
線
被
曝
影
響
と
い
う
科
学
分
野
に
お
い
て
基
本
的
な
情
報
を
提
供
し
て
き
た
こ
と
も
確
か
で

あ
ろ
う
。
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
で
の
被
曝
影
響
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
最
新
の
勧
告
で
以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
文
献
［
５
］
）
。

「
約
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
の
線
量
に
お
い
て
は
不
確
実
性
が
と
も
な
う
も
の
の
、
が
ん
の
場

合
、
疫
学
研
究
お
よ
び
実
験
的
研
究
が
放
射
線
リ
ス
ク
の
証
拠
を
提
供
し
て
い
る
。
．
．
…
基
礎
的
な
細
胞

過
程
に
関
す
る
証
拠
は
、
線
量
反
応
デ
ー
タ
と
合
わ
せ
て
、
次
の
見
解
を
支
持
し
て
い
る
と
委
員
会
は
判

断
す
る
。
つ
ま
り
、
約
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
下
回
る
低
被
曝
量
域
で
の
が
ん
ま
た
は
遺
伝
性
影
響

の
発
生
率
は
、
関
係
す
る
臓
器
お
よ
び
組
織
の
被
曝
量
増
加
に
比
例
し
て
増
加
す
る
と
仮
定
す
る
の
が
科

学
的
に
妥
当
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
を
‐
一
。

す
な
わ
ち
、
低
被
曝
量
に
お
け
る
疫
学
デ
ー
タ
が
不
十
分
で
あ
っ
て
も
、
生
物
実
験
デ
ー
タ
や
細
胞
レ

ベ
ル
で
の
知
見
を
合
わ
せ
て
検
討
す
る
な
ら
、
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
の
被
曝
に
対
し
て
Ｌ
Ｎ
Ｔ

モ
デ
ル
を
適
用
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
Ｂ
Ｅ
Ｉ
Ｒ
委
員
会
や
Ｕ
Ｎ

Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
も
基
本
的
に
同
じ
見
解
で
あ
る
。

Ｌ
Ｎ
Ｔ
モ
デ
ル
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
、
放
射
線
被
曝
に
安
全
量
は
存
在
し
な
い
。
広
島
・
長
崎
デ
ー
タ

に
お
い
て
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
で
統
計
的
に
有
意
な
が
ん
死
影
響
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

は
、
被
曝
影
響
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
他
の
要
因
に
よ
る
が
ん
死
に
被
曝
影
響
が
ま
ぎ
れ

て
し
ま
い
、
統
計
的
に
有
意
な
増
加
と
し
て
は
観
察
さ
れ
な
か
っ
た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。

放
射
線
は
目
に
見
え
ず
私
た
ち
の
身
体
は
そ
れ
を
直
接
感
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
放
射
線
が
存
在

す
る
こ
と
を
疑
う
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
自
然
界
の
観
察
結
果
と
合
理
的
な
思
考
か
ら
出
て
く
る

結
論
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

図
１
は
、
１
９
７
２
年
に
報
告
さ
れ
て
い
る
、
ス
パ
ロ
ウ
ら
が
ム
ラ
サ
キ
ツ
ユ
ク
サ
に
Ｘ
線
を
照
射
し
、

雄
し
べ
の
毛
の
変
色
に
よ
っ
て
突
然
変
異
を
観
察
し
た
結
果
で
あ
る
（
文
献
［
喝
］
）
。
吸
収
線
量
２
．
５
ミ
リ

グ
レ
イ
言
ｇ
、
こ
こ
で
は
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
同
等
と
考
え
て
よ
い
）
か
ら
突
然
変
異
率
の
増
加
が
認
め
ら
れ
、

１
０
０
ミ
リ
グ
レ
イ
ま
で
ほ
ぼ
直
線
的
に
増
加
す
る
。
そ
れ
以
上
で
は
線
量
効
果
関
係
の
傾
き
が
若
干
増

加
し
、
１
０
０
０
ミ
リ
グ
レ
イ
を
超
え
る
と
突
然
変
異
率
は
飽
和
し
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
、
ム
ラ
サ
キ

ツ
ユ
ク
サ
の
突
然
変
異
と
人
間
の
が
ん
発
生
を
直
接
比
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
放
射
線
被
曝
に
よ
っ

て
細
胞
レ
ベ
ル
で
生
じ
て
い
る
初
期
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
低
被
曝
領
域
で
の
直
線
的
な
線
量
効
果
関
係

を
支
持
す
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。
ロ
ス
カ
ム
ら
は
、
人
間
の
線
維
芽
細
胞
を
Ｘ
線
で
照
射
し
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
二
重

I

エエ。
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３
月
ｎ
日
の
東
日
本
大
震
災
に
付
随
し
て
発
生
し
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
で
は
、
津
波
に
よ

る
非
常
用
発
電
機
能
の
喪
失
な
ど
が
重
な
っ
て
「
起
き
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
長
時
間
の
全

電
源
喪
失
」
と
い
う
事
態
に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
、
４
基
の
原
発
で
「
冷
や
す
．
閉
じ
込
め
る
」
機
能
が

喪
わ
れ
、
１
号
機
・
３
号
機
で
の
水
素
爆
発
に
と
も
な
う
原
子
炉
建
屋
破
壊
、
２
号
機
で
の
格
納
容
器
の

部
分
破
壊
、
４
号
機
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
で
の
水
素
爆
発
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
建
屋
破
壊
な
ど
と
い
っ

た
一
連
の
事
態
に
よ
り
、
大
量
の
放
射
能
が
環
境
に
放
出
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
本
稿
を
ま
と
め
て
い

る
現
在
（
２
０
１
１
年
５
月
８
日
）
に
お
い
て
も
、
原
子
炉
や
燃
料
プ
ー
ル
の
安
定
的
冷
却
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
今
後
も
不
測
の
事
態
が
起
こ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
放
出
さ
れ
た
放
射
能
量
だ

け
で
も
、
今
回
の
福
島
原
発
事
故
が
１
９
８
６
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
比
し
て
考
え
ら
れ
る

規
模
に
至
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

［
７
］
今
中
哲
二
、
科
学
、
計
お
）
』
白
史
９
ｓ
）

画
雰
ロ
ミ
ダ
コ
ミ
ミ
．
『
罵
弄
竜
。
ｇ
‘
屋
・
画
。
』
ロ
、
ｚ
の
詞
の
へ
異
艮
穴
画
晦
“
穴
ロ
函
○
・
画
１
つ
＠
．
口
＆

［
８
］
放
射
線
影
響
研
究
所
要
覧
言
冒
更
箸
乏
言
・
愚
民
○
吋
』
。
く
い
言
『
①
呂
目
の
蔵
の
碗
ｎ
号
ご
ｇ
の
注
の
の
ｇ
ｐ
ｇ
＆

［
Ｑ
Ｊ
］
ロ
．
Ｆ
・
も
ぺ
の
輿
○
国
①
戸
四
一
・
》
犀
”
＆
脚
画
○
口
麺
の
の
の
鶴
託
、
毒
》
］
の
○
・
四
画
一
（
曙
つ
・
“
）

［
里
中
川
保
雄
、
放
射
線
被
曝
の
歴
史
、
技
術
と
人
間
（
忌
淫
）

［
ｕ
〕
○
．
ヨ
ョ
胃
の
①
ざ
ン
の
い
①
の
”
エ
８
－
警
璽
“
宍
、
辱
○
日
向
溝
口
ｏ
、
日
①
言
Ｃ
Ｆ
Ｏ
急
炉
①
く
め
｝
的
○
国
呂
蔚
言
い
詞
昌
一
豊
９
．

国
同
揖
詞
く
国
司
エ
ン
の
画
四
戸
の
壱
○
二
．
室
胃
一
○
再
四
一
幻
の
、
①
画
『
・
画
○
○
匡
画
、
二
。
〔
奇
壹
の
ｚ
画
嘩
○
国
画
一
諺
ｎ
ｍ
ｇ
の
頁
弓
①
ゆ
ご
の
シ
，
い
つ
・
句

［
ｕ
］
ご
ｚ
、
○
画
ン
”
（
ご
冨
涛
ｇ
ｚ
翼
一
目
印
の
。
一
の
昌
冨
Ｃ
ｏ
ｏ
言
日
胃
の
①
。
ｐ
昏
句
”
配
の
凸
誌
。
｛
シ
ｓ
ョ
一
向
”
且
一
也
唇
目
）

い
つ
つ
つ
罰
①
ロ
。
胃
冨
ｓ
ミ
ミ
ー
ラ
ミ
・
匡
再
“
、
の
画
Ｈ
●
○
愚
、

［
過
］
委
騨
の
９
コ
ｏ
箸
興
煙
一
．
肋
口
一
①
胃
の
ゞ
岸
読
』
虐
史
遍
箇
）

［
ｕ
］
【
殉
ｏ
９
百
『
目
縁
三
．
ｇ
ｇ
ｏ
言
も
ヱ
ン
の
』
８
．
呂
雪
（
ｇ
ｇ
）

［
巧
］
原
子
力
安
全
委
員
会
》
低
線
量
放
射
線
リ
ス
ク
の
科
学
的
基
盤
亜
現
状
と
課
題
２
０
０
４
年
３
月

寓
庁
ロ
ミ
ミ
看
言
．
。
の
。
●
ぬ
。
』
叉
、
①
ご
ｇ
ｏ
ミ
⑱
宮
口
凹
一
会
ｏ
ｇ
ｃ
員
９
厘
ｇ
匡
ｇ
｝
、
膀
一
畠
Ｏ
ｍ
ｉ
』
・
且
｛

［
略
］
鱈
ｈ
ｍ
ａ
－
の
①
《
四
一
．
》
卑
冨
普
巨
２
－
８
こ
・
函
曽
．
弓
（
ｇ
Ｓ
）

［
Ⅳ
］
○
．
詞
巨
匡
喜
①
且
①
骨
牌
一
・
国
『
匿
吾
］
．
Ｒ
画
８
『
Ｐ
ｇ
ｇ
史
９
ｓ
）

［
略
］
放
射
線
影
響
協
会
、
原
子
力
発
電
施
設
等
放
射
線
業
務
従
事
者
等
に
係
る
疫
学
的
調
査
（
第
Ⅳ
期
調
査

平
成
Ⅳ
年
度
～
平
成
虹
年
度
）
、
２
０
１
０
年
３
月
胃
日
菫
言
う
ご
●
汽
困
・
○
Ｈ
』
ロ
身
①
念
豊
ｏ

一
四
］
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
１
９
７
７
年
勧
告
、
門
罰
勺
冒
す
二
ｓ
二
目
忠
、
日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会

４
鯆
鵬
柵
幟
艫
鮒
鮴
泓
糾
繩
齢
報
告

［
過
］
国

（
』
③
包
司
）

‐
９
ｄ
Ｂ
■
■
■
巳
■
■
日
■
■
■
ｆ
ｒ
『
ｌ
ｕ
Ｊ
Ⅱ
１
６
８
■
９
９
面
‐
凸
■
写
Ｂ
ａ
■
且
■
？
’
‐
１
｝
ｆ
６
９
７
Ｐ
ｔ
ａ
ｇ
８
Ｔ
凸
１
１
８
■
日
マ
ー
‐
１
６
Ⅱ
８
８
７
ｌ
ｂ
■
■
日
日
９

今
中
哲
二
（
京
都
大
学
原
チ
炉
実
験
所
）

遠
藤
暁
（
広
島
大
学
大
学
院
工
学
研
究
陸

菅
井
益
郎
（
匡
学
荒
大
篝

小
澤
祥
司
言
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
）

（
出
典
「
科
学
」
２
０
１
１
年
ｎ
月
号
）

ｴｪ8
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調
査
チ
ー
ム
の
経
緯

飯
舘
村
の
放
射
能
調
査
を
計
画
し
た
段
階
で
、
今
中
は
ま
ず
広
島
大
学
の
遠
藤
に
協
力
を
要
請
し
た
。

遠
藤
が
電
離
箱
放
射
線
測
定
器
を
持
参
し
て
調
査
に
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
国
学
院
大

学
で
公
害
問
題
に
関
わ
っ
て
き
た
菅
井
も
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
飯
舘
村
の
現
地
調
査
を
決

断
し
た
も
の
の
、
震
災
後
の
道
路
状
況
や
ガ
ソ
リ
ン
不
足
と
い
っ
た
問
題
へ
の
対
処
を
検
討
し
て
い
る
段

階
で
、
飯
舘
村
の
村
興
し
活
動
を
加
年
に
わ
た
り
支
援
し
て
き
た
「
飯
舘
村
後
方
支
援
グ
ル
ー
プ
」
（
代

表
恥
糸
長
浩
司
（
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
教
授
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
ア
ー
キ
ス
ケ
ー
プ
代
表
）
）
の
小

澤
か
ら
、
放
射
能
汚
染
問
題
に
つ
い
て
今
中
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
事
情
を
話
し
た
と
こ
ろ
飯
舘
村
現

こ
の
こ
と
は
、
釦
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
外
の
飯
舘
村
一
帯
に
お
い
て
も
、
看
過
し
が
た
い
放
射
能
汚
染
が

砦
ゆ
一
う
き
よ

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
私
た
ち
は
急
遥
３
月
銘
日
と
弱
日
に
現
地
放
射
能
汚
染
調
査
を

実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
飯
舘
村
の
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
っ
て
自
然
放
射
線
レ
ベ
ル
を
は
る
か
に
上
回
る
放

射
能
汚
染
が
観
察
さ
れ
、
な
か
で
も
福
島
原
発
か
ら
約
釦
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
村
南
部
で
の
汚
染
が
強
か
っ

た
。
地
表
に
沈
着
し
た
放
射
能
の
ガ
ン
マ
線
核
種
分
析
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
３
月
鴫
日
の
放
射
能
沈
着

後
３
ヵ
月
間
の
積
算
放
射
線
量
を
見
積
も
っ
て
み
る
と
、
村
の
中
央
部
に
あ
る
役
場
で
約
鋤
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
、
南
部
の
長
泥
字
曲
田
（
以
下
「
曲
邑
と
記
す
）
で
約
釦
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い
う
値
に
な
っ
た
。

原
発
事
故
の
災
害
評
価
や
環
境
放
射
能
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
筆
者
ら
に
と
っ
て
、
今
回
の
事
故

に
対
す
る
東
京
電
力
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
、
原
子
力
安
全
委
員
会
と
い
っ
た
責
任
当
局
の
対
応
は
、

理
解
し
が
た
い
こ
と
の
連
続
で
あ
っ
た
。
震
災
２
日
目
の
哩
日
夕
方
に
第
一
原
発
周
辺
釦
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

か
ら
の
避
難
指
示
が
出
さ
れ
、
迩
日
に
は
釦
～
釦
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
の
屋
内
退
避
指
示
が
追
加
さ
れ
た
も

の
の
、
環
境
中
で
の
放
射
線
量
に
つ
い
て
は
、
東
京
電
力
か
ら
原
発
敷
地
境
界
で
の
放
射
線
量
が
発
表
さ

れ
る
だ
け
で
、
釦
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
内
一
般
環
境
中
で
の
放
射
線
量
や
汚
染
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
の
情
報
が
ま

っ
た
く
出
て
こ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
原
発
事
故
に
備
え
、
気
象
条
件
や
地
形
条
件
を
考
慮
し
て
被
曝
量
予
測
を
行
う
た
め

長
年
か
け
て
開
発
さ
れ
て
き
た
は
ず
の
、
緊
急
時
迅
速
放
射
能
影
響
予
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ

Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
）
の
予
測
結
果
が
発
表
さ
れ
な
い
の
も
不
思
議
な
現
象
で
あ
っ
た
（
５
月
４
日
に
至
っ
て
５
０
０

０
件
の
予
測
デ
ー
タ
が
原
子
力
安
全
委
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
）
。

そ
う
し
た
情
報
不
足
の
な
か
で
、
福
島
県
災
害
対
策
本
部
が
発
表
し
て
い
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
結

果
に
よ
る
と
、
第
一
原
発
か
ら
北
西
釣
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
飯
舘
村
の
役
場
前
で
３
月
明
日
廻
時

恥
分
に
単
位
時
間
あ
た
り
坐
・
７
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い
う
放
射
線
量
率
が
記
録
さ
れ
、
そ
の
後
３

月
型
日
に
お
い
て
も
単
位
時
間
あ
た
り
約
喝
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い
う
か
な
り
大
き
な
値
が
続
い
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

i

Ａ
ｒ
Ｉ
１
９
０
８
８
Ｂ
■
■
■
■
日
日
■
ｎ
日
▽
匙
１
１
６
８
■
骨
Ｉ
〃
Ｕ
Ｂ
Ｅ
８
ｚ
６
８
■
８
８
５
１

■
■
口
■
Ｋ
・
β
●
‐
で
↑
．
「
・
ｒ
Ｂ
Ｂ
Ｊ
砂
？
子
‐
△
‐
Ｊ
か
と
張
り
ｇ
ｒ
４
Ｐ
心
、
・
ヤ
ト
ｆ
’
．
Ｑ
酢
Ｅ
魁
４
口
せ
■
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飯
舘
村
の
状
況
と
放
射
線
量
率
測
定
結
果

駅
前
の
駐
車
場
で
飯
舘
村
役
場
か
ら
の
ワ
ゴ
ン
車
に
乗
り
換
え
、
約
釦
分
の
ド
ラ
イ
ブ
で
飯
舘
村
役
場

へ
到
着
し
た
許
画
当
初
は
レ
ン
タ
カ
ー
で
飯
舘
村
ま
で
行
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、
途
中
の
山
間
部
で
道
路
凍
結
の

心
配
が
あ
り
、
役
場
が
ス
ノ
ー
タ
ィ
ャ
付
き
の
ワ
ゴ
ン
車
を
提
供
し
て
く
れ
た
）
。
〃
時
前
に
飯
舘
村
役
場
に
到

着
。
役
場
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
（
石
堂
の
線
量
率
は
単
位
時
間
あ
た
り
６
．
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
ｏ
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
の
庁
舎
内
は
単
位
時
間
あ
た
り
０
．
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
程
度
で
あ
っ
た
。

会
議
室
で
菅
野
村
長
に
面
会
し
、
放
射
能
汚
染
の
強
さ
と
広
さ
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
調
査
の
目
的

を
簡
単
に
説
明
し
、
改
め
て
協
力
を
要
請
し
て
快
諾
し
て
も
ら
っ
た
。
役
場
に
隣
接
す
る
「
ま
で
い
な

家
」
を
宿
舎
と
し
て
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
で
荷
を
解
い
た
。
す
で
に
夕
刻
だ
っ
た
が
、

カ
ッ
パ
、
長
靴
、
マ
ス
ク
な
ど
の
個
人
装
備
を
整
え
、
ワ
ゴ
ン
車
に
測
定
器
を
積
み
込
み
、
汚
染
の
強
い

と
思
わ
れ
る
村
の
南
部
の
下
見
を
実
施
し
た
。

放
射
線
障
害
防
止
法
に
も
と
づ
け
ば
、
「
３
カ
月
間
の
被
曝
が
１
．
３
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
つ
ま
り
「
単
位

時
間
あ
た
り
０
．
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
を
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
は
「
放
射
線
管
理
区
域
」

に
指
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
ん
な
汚
染
は
関
係
な
い
よ
う
に
、
福
島
市
民
は
普
通
の
格
好
で
普
通
の
生

活
を
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

地
に
詳
し
い
小
澤
ら
の
グ
ル
ー
プ
も
調
査
に
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

３
月
肥
日
午
前
、
今
中
、
遠
藤
、
菅
井
、
小
澤
の
４
人
が
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
に
集
合
し
、
ま
ず
調
査

に
持
参
す
る
装
備
の
点
検
を
行
っ
た
。
放
射
線
測
定
器
と
し
て
は
、
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｋ
Ａ
製
ポ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ベ
ィ

メ
ー
タ
Ｐ
Ｄ
Ｒ
ｌ
Ｏ
１
、
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｋ
Ａ
製
電
離
箱
式
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー
Ｃ
Ｓ
３
１
３
、
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｋ
Ａ
製

ア
ル
フ
ァ
ベ
ー
タ
用
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
３
５
２
、
さ
ら
に
個
人
用
積
算
計
と
し
て
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｋ
Ａ

製
電
子
ポ
ケ
ッ
ト
線
量
計
Ｐ
Ｄ
Ｍ
１
１
１
を
持
参
し
た
。
ホ
テ
ル
室
内
で
の
Ｐ
Ｄ
Ｒ
１
０
１
の
読
み
は
単

位
時
間
あ
た
り
０
．
０
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
っ
た
が
、
ホ
テ
ル
前
の
歩
道
上
で
は
単
位
時
間
あ

た
り
０
．
１
３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
示
し
た
。
（
西
日
本
の
花
崗
岩
地
域
で
は
自
然
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

単
位
時
間
あ
た
り
０
ｉ
０
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ざ
ほ
ど
神
経
質
に
な
る
線
量
率
レ
ベ
ル
で
は

な
い
が
）
東
京
都
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
や
放
射
性
ヨ
ウ
素
が
沈
着
し
て
い
る
こ
と
を

都
内
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
、
再
開
し
た
ば
か
り
の
東
北
自
動
車
道
を
利
用
し
て
福
島
方
面
へ
出
発
し

た
。
途
中
、
上
河
内
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
敷
地
内
で
の
放
射
線
量
率
は
単
位
時
間
あ
た
り
０
．
２
６
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
高
速
道
路
車
中
で
は
単
位
時
間
あ
た
り
０
．
５
～
０
．
８
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
値
が

続
い
た
。
巧
時
頃
に
Ｊ
Ｒ
福
島
駅
前
の
駐
車
場
に
到
着
ｃ
駐
車
場
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
上
で
は
単
位
時
間
あ

た
り
０
．
８
～
０
．
９
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
、
わ
き
の
草
地
で
は
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
っ
た
。

示
し
て
い
た
。
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Ⅱ
■
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■
■
Ｉ
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８
８
Ｕ
９
Ｒ
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Ｇ
Ｂ
９
ｆ
０
０
０
７
１
０
１
１
■
８
８
■
ｒ
ｆ
１
２
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Ｊ
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９
Ｊ
ｏ
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包
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■
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■
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ｇ
Ｕ
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１
ｑ
Ｊ
３
も
■
■
９
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｝
も
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■
日
日
写
２
８
５
９
６
１
０
１

南
に
向
か
う
に
つ
れ
て
線
量
計
の
数
字
は
上
が
り
、
村
の
南
端
あ
た
り
で
Ｐ
Ｄ
Ｒ
１
０
１
が
振
り
切
れ

た
軍
位
時
間
あ
た
り
釦
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
）
。
今
中
の
職
場
で
あ
る
京
都
大
学
の
研
究
用
原
子
炉

（
Ｋ
Ｕ
Ｒ
）
で
は
、
単
位
時
間
あ
た
り
釦
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
の
場
所
は
「
高
線
量
率
区
域
」
に
指

定
さ
れ
、
放
射
線
作
業
従
事
者
で
あ
っ
て
も
む
や
み
に
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
よ

う
な
放
射
線
量
率
の
場
所
に
、
人
々
が
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
不
条
理
な
光
景
が
目
の
前
に
広
が

そ
の
あ
た
り
の
土
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
す
る
な
ら
、
「
法
的
に
放
射
性
物
質
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
濃
度
」
に
達
し
て
い
る
こ
と
は
経
験
的
に
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
２
日
目
は
、
午
前
８
時
過
ぎ
に
「
ま

で
い
な
家
」
を
出
発
し
、
ま
ず
は
相
対
的
に
汚
染
の
弱
そ
う
な
北
部
の
調
査
を
行
っ
・
た
。
役
場
職
員
の
運

転
手
と
道
案
内
役
、
現
地
で
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
い
た
「
飯
舘
村
後
方
支
援
グ
ル
ー
プ
」
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
浦
上
健
司
そ
れ
に
調
査
グ
ル
ー
プ
の
４
名
が
ワ
ゴ
ン
車
に
乗
り
込
み
、
村
内
道
路
（
ほ
と
ん
ど
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
）
の
交
差
点
な
ど
、
地
図
上
で
位
置
を
確
認
し
や
す
い
と
こ
ろ
で
車
を
と
め
、
同
時
に
Ｇ

Ｐ
Ｓ
で
位
置
を
確
認
し
な
が
ら
、
車
内
で
の
線
量
率
を
測
定
し
た
（
図
１
、
表
１
）
。

村
役
場
周
辺
を
含
む
村
の
中
央
か
ら
北
西
部
の
放
射
線
レ
ベ
ル
は
単
位
時
間
あ
た
り
５
～
７
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
で
、
伊
達
市
方
向
へ
向
か
う
峠
を
越
え
る
と
単
位
時
間
あ
た
り
２
～
３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

ト
に
減
少
し
た
。

っ
て
い
た
。

熱 簿 蕊
UgP

擁W月

参
1－－－

鯉
、
曙

…r

羅需雷
鶏灘

職農鍛讃．

図1放射線量率測定点

村
内
北
東
部
で
は
、
大
倉
峠

手
前
の
単
位
時
間
あ
た
り
５
～

６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
か
ら

峠
を
下
る
と
大
倉
付
近
の
単
位

時
間
あ
た
り
２
～
３
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
ヘ
と
減
少
し
た
。

午
前
中
に
飯
舘
村
北
側
の
蛇
地

点
（
図
１
、
表
１
の
＃
⑬
～
＃
１

４
３
）
を
測
定
し
た
。
午
後
は

南
部
の
銘
地
点
で
の
放
射
線
量

を
測
定
し
た
（
図
１
、
表
１
の
＃

１
４
４
～
＃
１
８
１
）
。
南
部
で

は
、
北
部
に
比
べ
て
大
き
な
放

射
線
レ
ベ
ル
が
認
め
ら
れ
、
比

曽
川
沿
い
の
下
比
曽
地
区
か
ら

蕨
平
地
区
に
か
け
て
は
、
単
位
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数値は放射線遥率(FSv/h),カッコは車外道路上，カッコ以外はワゴン車内測定
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1

時 場所

ポケット

今一ベイ

PDR-101

電離籍
ICS-

313

NC 時刻 壗 所

ポケット

サーベイ

PDR-101

12 07 松ケ平 150 14 25 坂途中 69

12 12 橋の上 1.6 151 14 28 峠途中

12 ]3 坂途中 2.4 152 14 30
ーー

／,●

12 14 坂途中 153 14 30 三叉路 7‘7

12 16 木戸木手前 154 14 32 比曽峠

12 18 木戸木軍叉路 32 155 14 33 中比曽 105

12 20 快癒識徐串 4 156 14 35 下比曽 1a2

12 21 ･渓遠道途中 157 14 36 鶏舎 13．8

12 23 快適道途中 4.4 158 14 39 鶏舎下 19.5

12 24 旧道交差点 42 159 14 41 謡舎下 CVer

.12 25 糠塚バス停 4.1 160 14 43 比曽・長泥 17.8

12 26 161 14 45 長泥十文字 la9

12 27 4.4 162 14 48 長泥T頓所 1Z8

12 32 南相馬境 3‘8 163 14 50 曲田手前 l正9

12 35 上八木沢 49 1“ 14 52 曲正 15.7

12 38 66 165 14 “ 曲儒 18．6

12 39 62 166 15 13 曲田 over(24)
12 40 小富途中 167 15 17 浪江分岐 over(22)

12 41 飯隠川攝 62 l閃 15 29 展平 105

12 43 蓬原三叉路 5.7 169 15 30 驍平 86

12 “ 雲の道峠 5.6 170 15 32 132

12 45 間沢築会所筋 171 15 35 蕨平集会所 155

12 46 交差点 58 172 15 38 木戸交差点

12 47 4ワ
ー 】73 15 蕨平途中 104

12 48 関沢野沢 71 174 15 “ 牧鴇交差点 153

12 49 73 175 15 46 蕊刈罐交差点 97

12 5(） 中学校前 4字
ダ 176 15 49 峰 13.9

12 51 25 177 15 52 10.7

14 15 飯舘村役場 6.2 178 15 53 山辺沢交差点

14 18 大平無会訴 5.7 179 15 55 大橋 7.4

14 20 飯とv､交差点 6 180 15 58 8●5

14 20 飯とい小前 5.6 181 16 01 交差点 7.3

14 22 震久保 7.3 49 16 釦 役場前

i4 23 I

時剣 場所

ポケット

サーベイ

PDR-101

電離箱
ICS-

313

No 時刻 場所

ポケット

サーベイ

PDR-101

9 15 飯舘村役場 3.5 82 10 27 399交差点 2.9

9 18 伊丹沢交差点 6 83 10 28

9 釦 松壕 84 10 釦 齋藤運翰工業 4.8

9 23 臼石
一

85 10 31 臼石交差点 4.1

9 25 重石 66 記 10 35 煎露交差点

9 37 細｝il牧場 7 87 10 37 豊栄

9 40 菅田 6 88 10 38 山津神神社 65(115)

9 41 前詞 6.1 89 11 14 山津祥神社先 5.7

9 43 直売所前 7.i(10.5) 90 l1 16 5.2

O
ザ 50 伊達市境界 91 11 17 交差点 5

9 52 月舘線北の沢 5-6 92 11 18 レストラン 4.3

9 53 坂途中 41 93 11 19 峠手前 6.8

9 55 坂途中 3.1 94 1l 20 峠 6

9 56 坂途中 3 95 1l 21 峠下り

9 57 伊達市三叉蓬 23 96 11 23 zll｣手前 5

9 58 卿易浄水場睦 2.4 97 11 24 交差貞享前 4.4

9 59 簡易浄水場蕊 24 98 11 28 6.7

10 O1 繍易浄水場~F 2.6 99 11 41 塗須ﾅﾒ'・交差点 4.1

10 “ 国道399 1” 11 42 前のり交差点 45

10 鯖 長寿山入匡 1.9 101 11 45 三叉路

10 師 上り途中 27 102 11 46 浪江線途中 7.7

10 08 上り途中 2．5 103 1］ 46 浪江線途中 69

10 09 上り途中 27 10#! 11 47 長谷川圭気前 7

10 10 糠手前 28 105 11 49

10 1O 飯舘*字境界 3.1 1(f 11 釦 宮内交差点 62

10 12 妹児 107 11 51 宮内集会場前 4.9

10 12 峠先 3.4 108 53 新興公社入口 5.1

10 13 二枚橋元町 109 11 54 大倉峠 4.1

10 20 すかや 112 11 55 大倉峠 32

10 21 すかや 22 113 21 銘 とちの木 4.1

10 22 県道入匡 1．5 114 12 叩 木戸木交差点 35

10 26 二枚橋途牛 28 115 12 鮨 大倉交差点



土
壌
の
ガ
ン
マ
線
核
種
分
析
結
果

図
１
に
示
し
た
測
定
地
点
の
う
ち
、
役
場
（
＃
鱒
）
、
臼
石
（
＃
認
）
、
山
津
見
神
社
（
＃
銘
）
、
左
須
（
＃
蛇
）
、

曲
田
（
＃
１
６
５
）
に
お
い
て
、
採
泥
器
を
用
い
て
深
さ
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
土
壌
を
採
取
し
た
。
採
取

し
た
土
壌
は
、
広
島
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
放
射
線
実
験
室
に
お
い
て
、
鉛
グ
ラ
ム
を
取
り
分
け
、
ゲ

ル
マ
．
ニ
ウ
ム
検
出
器
に
よ
り
ガ
ン
マ
線
を
測
定
し
た
。
＃
記
の
ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト
ル
例
を
図
２
に
示
す
。

図
２
の
ス
ペ
ク
ト
ル
か
ら
、
放
射
性
テ
ル
ル
（
亜
）
１
３
２
、
ヨ
ウ
素
（
１
）
１
３
１
と
１
３
２
、
テ
ル
ル

時
間
あ
た
り
叩
マ
ィ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
放
射
線
レ
ベ
ル
が
認
め
ら
れ
、
Ｃ
Ｓ
Ｉ
ポ
ケ
ッ
ト
サ
ー

ベ
ィ
メ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｒ
１
０
１
）
と
電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
で
同
時
に
測
定
を
実
施
し
た
（
》

曲
田
地
区
（
＃
１
６
６
）
で
の
車
内
で
の
最
大
値
で
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｒ
１
０
１
は
振
り
切
れ
た
が
、
電
離
箱
で

の
測
定
は
単
位
時
間
あ
た
り
卯
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
っ
た
（
Ｐ
Ｄ
Ｒ
１
０
１
の
読
み
は
電
離
箱
に
比
べ

５
～
皿
％
大
き
い
傾
向
が
あ
っ
た
）
。
こ
の
地
点
に
お
け
る
車
外
道
路
上
（
地
上
約
１
ｍ
）
の
電
離
箱
線
量
率
は

単
位
時
間
あ
た
り
型
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
、
隣
接
し
て
い
る
畑
地
で
は
単
位
時
間
あ
た
り
釦
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
測
定
結
果
か
ら
、
車
、
建
物
な
ど
に
よ
る
放
射
線
の
遮
蔽
効
果

（
放
射
線
量
率
の
透
過
係
数
）
は
、
車
で
０
．
６
～
０
．
８
、
木
造
家
屋
で
約
０
４
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
で

約
０
．
１
と
見
積
も
ら
れ
た
。

胴
．
Ｅ
Ｐ
‐
ｈ
Ｐ
Ｈ
ト
ー
ｌ
‐
い
，
脾
ｐ
ｒ
侮
ト
傍
色
目
‘
，
け
Ｌ
陣
申
悼
ｌ
ｈ
Ｉ
牌
ｌ
ｌ
ｒ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
■
Ｌ
脾
牌
い
Ｉ
侭
１
脚
１
値
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｐ
■
陣
陣
ｈ
ｌ
ｂ
卜
屑
Ｋ
ｌ
ｈ
ｌ
ｌ
ｌ

104

限

３０１

１

カ
ウ
ン
ト
数

146La

↓
轡

I

熱臘#締
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iiiO
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I

2500500100015002000

チャンネル

図2＃53で採取した土壌のガンマ線スペクトル．

0

１
２
９
と
１
２
９
ｍ
、
セ
シ
ウ
ム
（
唾
）
１
３
７
、
セ
シ
ウ

ム
－
３
４
、
セ
シ
ウ
ム
１
３
６
、
ラ
ニ
タ
ン
（
い
）
１
４
０

と
い
っ
た
放
射
性
核
種
が
同
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
モ
リ
ブ

デ
ン
（
沙
弱
、
テ
ク
ネ
チ
ウ
ム
症
）
弱
、
、
バ
リ
ウ
ム

民
）
１
４
０
ら
し
き
ピ
ー
ク
も
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ピ
ー
ク
の
計
数
率
を
も
と
に
核
種
濃
度
を
決
定

し
、
短
軸
５
．
５
セ
ン
チ
長
軸
７
．
５
セ
ン
チ
の
楕
円
形
の

採
泥
器
の
採
取
面
積
認
・
４
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
用

い
て
、
面
積
当
り
の
汚
染
密
度
に
換
算
し
た
（
表
２
）
。

土
壌
採
取
場
所
の
地
表
１
メ
ー
ト
ル
で
の
放
射
線
量
率

は
、
＃
１
６
５
（
曲
田
）
で
は
単
位
時
間
あ
た
り
鯉
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
そ
れ
以
外
の
４
地
点
で
は
、
お
よ
そ
単

位
時
間
あ
た
り
皿
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
狭
い
地
域
で
の
土
壌
汚
染
の
ば
ら
つ
き
具
合
を
見
積

も
る
た
め
に
、
飯
舘
村
役
場
の
花
壇
に
お
い
て
横
印
セ
ン

チ
×
縦
的
セ
ン
チ
程
度
の
面
積
内
か
ら
、
５
つ
の
土
壌
試

1194福島原発事故にともなう飯舘村の･・ Iz8



７
９
１

空
間
線
量
率
と
積
算
線
量
の
見
積
も
り

表
２
に
示
し
た
役
場
土
壌
の
汚
染
核
種
デ
ー
タ
を
用
い
、
３
月
晦
日
夕
刻
の
放
射
能
沈
着
以
降
の
地
表

１
メ
ー
ト
ル
で
の
放
射
線
量
率
を
計
算
し
、
３
月
弱
日
の
Ｐ
Ｄ
Ｒ
１
０
１
測
定
値
や
役
場
前
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
ポ
ス
ト
デ
ー
タ
と
比
較
し
て
み
た
（
図
３
）
。
地
表
汚
染
密
度
か
ら
地
表
１
メ
ー
ト
ル
放
射
線
量
率
へ

の
換
算
係
数
は
ベ
ッ
ク
の
値
（
文
献
［
２
］
）
を
用
い
た
。
得
ら
れ
た
計
算
値
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｒ
１
０
１
に
よ
く
一

致
し
て
い
る
。
ま
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
デ
ー
タ
に
比
べ
る
と
、
計
算
値
は
２
割
程
度
大
き
く
、
花
壇

と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
周
辺
状
況
の
違
い
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
全
般
的
な
線
量
率
変
化

傾
向
は
よ
く
合
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

図
３
よ
り
、
沈
着
後
恥
日
間
の
空
間
放
射
線
の
主
体
は
、
テ
ル
ル
－
３
２
（
半
減
期
３
．
０
２
日
）
の
娘
核

種
で
あ
る
ヨ
ゥ
素
１
３
２
（
２
．
２
８
時
間
）
で
、
そ
れ
以
降
は
セ
シ
ウ
ム
－
３
４
（
２
↑
０
６
年
）
で
あ
る
。
表

２
に
示
す
よ
う
に
、
セ
シ
ゥ
ム
ー
３
４
と
セ
シ
ウ
ム
－
３
７
（
釦
・
０
年
）
の
沈
着
放
射
能
密
度
は
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
が
、
単
位
ベ
ク
レ
ル
あ
た
り
の
放
出
ガ
ン
マ
線
の
強
さ
（
つ
ま
り
線
量
率
換
算
係
数
）
が
セ
シ
ウ
ム

－
３
４
は
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
の
２
．
７
倍
大
き
い
た
め
で
あ
る
。
セ
シ
ウ
ム
－
３
４
と
セ
シ
ウ
ム
－
３
７

－
ル
に
保
管
中
の
使
用
済
み
燃
料
で
は
な
く
て
、
震
災
時
に
運
転
中
で
あ
っ
た
原
子
炉
起
源
で
あ
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。

表2#49,#53,#88,#98,#165土壌の汚染密度(放射能強度は3月31日午前
8時換算値)．

科
を
採
取
し
、
同
様
に
汚
染
密
度
を
求
め
た
。
こ
こ
で
は
測
定

結
果
は
省
略
す
る
が
、
汚
染
密
度
の
ば
ら
つ
き
は
せ
い
ぜ
い
、

％
程
度
で
あ
っ
た
。

表
２
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
飯
舘
村
の
放
射
能
汚
染
は
、
セ

シ
ゥ
ム
、
テ
ル
ル
、
ヨ
ウ
素
と
い
っ
た
揮
発
性
の
核
種
が
主
体

で
あ
る
。
一
方
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
場
合
の
原
発
周
辺

釦
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
は
、
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
９
５
、
セ
リ
ウ
ム
ー

４
１
、
バ
リ
ウ
ム
－
４
０
と
い
っ
た
不
揮
発
性
核
種
の
汚
染
が

セ
シ
ウ
ム
－
３
７
の
汚
染
を
越
え
て
い
る
（
文
献
［
１
］
）
。
こ
の

こ
と
は
、
出
力
暴
走
に
と
も
な
う
爆
発
炎
上
に
よ
り
炉
心
の
放

射
能
が
飛
散
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
違
い
、
福
島
事
故
で
は
、

冷
却
能
力
低
下
に
と
も
な
い
高
温
と
な
っ
た
炉
心
か
ら
出
た
希

ガ
ス
や
揮
発
性
核
種
が
、
気
相
経
由
で
環
境
に
放
出
さ
れ
た
も

の
で
、
不
揮
発
性
核
種
の
割
合
が
少
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
テ
ル
ル
－
３
２
や
ヨ
ウ
素
１
３
１
と
い
っ
た
短

半
減
期
核
種
の
存
在
は
、
飯
舘
村
の
放
射
能
汚
染
が
、
燃
料
プ
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1

’

◆花壇上1m測定値
･モニタリングポスト測定値

一計算値(合計）

1

積
算
放
射
線
量
言
望
〉

空
間
放
射
線
通
率
（
易
乏
三

…一屯
麺

0

沈着後時間〈日）

図4表2の土壌汚染データにもとづく役場と曲田での積算空間線量計算値．
沈着後時間（日）

計算値(合計)は花壇土壌中の各ガンマ線核種からの線量率を合計した値．◆は
PDR-101による測定値．モニタリングポストの位置は花壇から1"mほど離れ
た建物横の草地．

図3飯舘村役場における野外空間線量率の推移．

る
「
原
子
力
防
災
対
策
に
つ
い
て
」
（
文
献

［
３
］
）
に
従
う
と
、
「
、
～
釦
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
の
屋
外
放
射
線
量
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は

屋
内
退
避
」
ま
た
「
釦
～
１
０
０
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
の
屋
外
放
射
線
量
が
予
測
さ
れ
る
場

合
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
内
退
避
ま
た
は

避
難
」
と
い
っ
た
対
策
を
と
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
汚
染
の
強
い
曲
田
の
デ
ー
タ
に
も

と
づ
く
と
、
沈
着
後
３
日
間
で
ｍ
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
、
３
カ
月
で
釦
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
、

役
場
の
デ
ー
タ
で
は
１
カ
月
後
の
Ⅲ
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
。

政
府
の
原
子
力
災
害
対
策
本
部
は
４
月
躯

日
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
釦
条

３
項
に
定
め
る
「
特
例
権
限
条
項
」
を
適
用

’
の
空
間
線
量
寄
与
が
同
等
と

な
る
の
は
２
年
半
後
で
、
そ

の
と
き
の
空
間
線
量
率
は
単

位
時
間
あ
た
り
約
３
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い
う
値
と

な
っ
た
。

表
２
の
役
場
と
曲
田
の
土

壌
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
積
算

の
放
射
線
量
を
求
め
て
プ
ロ

ッ
ト
し
た
も
の
が
図
４
で
あ

る
。
放
射
能
沈
着
後
１
年
間

の
積
算
放
射
線
量
は
、
役
場

で
媚
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
曲

田
で
１
６
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
と
い
う
値
が
得
ら
れ
た
。

原
子
力
安
全
委
員
会
の
定
め

x/
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し
て
、
飯
舘
村
全
域
を
「
計
画
的
避
難
区
域
」
に
指
定
し
た
。
福
島
第
一
原
発
か
ら
釦
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
も
離
れ
、
農
業
に
も
と
づ
く
村
興
し
を
目
指
し
て
き
た
人
々
の
村
が
法
的
強
制
力
で
も
っ
て
消
滅
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
安
易
に
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
拡
大
に
励
ん
で
来
た
人
々
の

責
任
が
問
わ
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
国
の
原
子
力
政
策
は
そ
の
根
本
か
ら
問
い
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
緊
急
事
態
の
な
か
で
放
射
能
調
査
に
協
力
頂
い
た
菅
野
典
雄
飯
舘
村
村
長
と
役
場
の
方
々
に
感

謝
の
意
を
表
す
る
。

６
Ｊ
６
８
日
Ⅱ
１
１
，
４
４
‐
Ｐ

凸
■
Ｂ
■
『
Ｐ
Ｉ
▲
Ｐ
Ｉ
ｆ
‐

文
献
お
よ
び
注

［
１
］
ご
閉
幻
像
胃
の
ｏ
ｏ
ヨ
ョ
言
①
の
ｏ
。
号
の
ご
巳
厨
農
。
口
呉
シ
ｇ
ョ
言
圃
富
胃
堕
．
ゞ
９
房
諺
８
画
の
貝
翼
岳
の

○
画
の
ｇ
ｏ
ロ
己
ｚ
ｐ
ｏ
－
の
、
Ｈ
勺
。
言
の
魂
も
岳
貝
四
房
・
岸
の
ｏ
ｏ
ｐ
ｍ
の
口
匡
の
ロ
。
①
切
言
産
己
再
の
×
上
・
●
雪
シ
口
頭
匡
異
巳
唾
の

［
２
］
露
伊
田
の
。
頁
ら
ｇ
）
筒
愚
○
の
胃
①
圃
蔚
８
口
ぐ
の
儲
ざ
画
歓
Ｃ
ｓ
易
さ
Ｈ
３
９
８
厘
。
言
の
の
烏
冒
昌
ａ
ｇ
ｇ
の

胃
呂
且
菖
↑
国
富
田
中
爵
ど
の
ロ
○
国

こ
の
文
献
で
は
、
土
壌
汚
染
密
度
言
Ｑ
鼻
目
撃
か
ら
地
表
１
メ
ー
ト
ル
で
の
空
気
照
射
線
量
率
（
涯
電
ど

の
変
換
係
数
が
、
各
ガ
ン
マ
線
核
種
に
つ
い
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
放
射
能
の
深
さ
分
布
に
つ
い
て
は
、

。
．
岳
、
ざ
日
函
の
深
さ
で
レ
セ
に
指
数
関
数
的
に
減
少
す
る
ケ
ー
ス
の
値
を
採
用
し
た
。
本
書
で
は
、
島
諄
値

を
空
気
吸
収
線
量
率
（
蔦
ご
奇
）
に
変
換
し
、
正
確
な
表
現
で
は
な
い
が
、
そ
の
値
を
「
空
間
放
射
線
量
率
」

（
筋
ミ
ご
と
記
述
し
た
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
値
も
烏
ミ
ゴ
で
あ
る
が
易
く
註
と
し
て
扱
っ
た
。
一

方
、
ポ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
宅
ロ
四
ｓ
）
や
電
離
箱
（
門
留
邑
の
測
定
値
は
「
１
セ
ン
チ
線
量
当
量
率
」

（
温
く
最
）
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
も
「
空
間
放
射
線
量
率
」
と
表
現
し
た
。

［
３
〕
原
子
力
安
全
委
員
会
、
原
子
力
施
設
等
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

言
召
ミ
葛
署
言
・
口
、
。
●
吾
君
愈
旨
忠
覺
豊
ミ
ロ
民
営
§
『
乏
留
‐
温
む
鳧

■
９
‐
ｒ
０
Ｇ
■
９
１
‐
ｆ
ｆ

０
１
１

（
出
典
「
科
学
」
２
０
１
１
年
６
月
号
）

I
ｳ
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